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背景と目的

〇ホンドニジゴミムシダマシ

雨の後など、湿度が高い時に

樹皮表面で摂食行動をとる
→伐採木周辺の昆虫でこの行動

を示すのは本種のみ

実験１クロマトグラフィーによる樹皮表面・内部成分の分離

実験２ろ紙法１）による抽出物の摂食刺激活性評価

処理区
抽出物を滴下し、乾燥
後に水0.08ｍL滴下

対照区
溶媒のみ滴下し、乾燥
後に水0.08ｍL滴下

ま
と
め

〇摂食刺激物質・・・樹皮表面と樹皮内部の両方に含まれる
〇摂食阻害物質・・・ 樹皮内部に含まれる
〇糖の量糖の量 樹皮表面の方が樹皮内部より多い

〇摂食刺激物質：樹皮表面→画分3 樹皮内部→画分2・3
〇樹皮内部成分の画分4には、摂食阻害物質が存在

→摂食阻害物質が原因で樹皮内部の摂食量が少ない？

樹皮内部成分よりも樹皮表面成分を好んで摂食
→樹皮表面には高極性の摂食刺激物質が存在する

〇今年度の仮説

仮説１ 摂食刺激物質は、樹皮内部よりも樹皮表面に多い？

仮説２ 糖が摂食刺激物質？
（高極性かつ他昆虫の摂食刺激物質として知られる）

〇昨年度の研究成果

調査①

方法

ろ紙法とは？
成分を滴下したろ紙を昆虫が噛み、
ついた食痕の面積を比較する

結果と考察
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○伐採木や倒木で
生活

○腐朽した木を摂食

上から順番に使用

１ 試験容器（図３）を作成
２ 供試虫１頭を入れ、暗条件で

24時間静置
３ 食痕を黒く塗りつぶし、黒色の
面積をImageJで測定し、比較

４ 統計的な有意差は、処理区と
対照区間で対応のあるt検定
で評価

方法

図５ 樹皮内部成分の食痕がついた面積図４ 樹皮表面成分の食痕がついた面積

＊ P＜0.05 ** P＜0.01

調査② 実験 画分３に糖は含まれるのか？

図２ 成分の抽出・分離方法および各画分の収量

カラムクロマトグラフィーの条件
・クロマト管：内径20mm、長さ300mm
・担体：シリカゲル60N（球状、中性、粒形40-50μm）22g

内径20mm×150mmとなるように充填
・分離状況の確認：TLC（60F254、5㎝×10㎝）によって

成分を展開、紫外線照射による蛍光
・溶出溶媒（v/v）

酢酸エチル ： メタノール ： 水 使用量

70 ： 30 ： 0 50ｍL

50 ： 50 ： 0 50ｍL

0 ： 100 ： 0 50ｍL

0 ： 50 : 50 50ｍL

0 : 10 : 90 100ｍL

表１ クロマトグラフィーの分離プログラム

図１ カラムクロマトグラ
フィーの様子

図３ ろ紙法の試験容器

方法
４種の糖の標品と画分３をTLCに
より展開し、糖の有無を調査
（参考までに他の画分も展開）
標品の糖

D-グルコース、D‐フルクトース、
スクロース、D‐トレハロース

展開溶媒 ｸﾛﾛﾎﾙﾑ-ﾒﾀﾉｰﾙ-水（15：10：2 v/v）
発色剤 ｼﾞﾌｪﾆﾙｱﾐﾝ-ｱﾆﾘﾝ-ｱｾﾄﾝ-80%ﾘﾝ酸

（2g-2ｍL-100ｍL-15ｍL）

図６ ４種の糖と各画分のTLC展開結果

結果と考察

〇画分３には糖がなし
〇画分１には糖があり
（D-ｸﾞﾙｺｰｽ、D-ﾄﾚﾊﾛｰｽ）

画分１は調査①実験２のろ紙法
で統計的な有意差なし
→糖は摂食刺激物質ではない

追加実験 画分１の糖の量は？

方法

結果と考察

１ 樹皮表面・内部それぞれ
の画分１をカラムクロマト
グラフィーにより分離
※クロマト管・担体とその
量は調査①実験１と同様

２ 分離状況をTLCで確認(図７)
３ D-ｸﾞﾙｺｰｽとD-ﾄﾚﾊﾛｰｽを
定量

※展開溶媒・発色剤は調査②実験と同様

D-グルコース

D-トレハロース

12.4

3.87

6.61

1.98

樹皮表面乾燥組織

１g当量（㎎）

樹皮内部乾燥組織

１g当量（㎎）
D-ｸﾞﾙｺｰｽ、D-ﾄﾚﾊﾛｰｽは、
樹皮表面の方が２倍近く
多く含まれていた

図７ 画分１のTLC展開結果

表２ 樹皮表面および内部の糖の収量

→だから表面を好んで摂食？

→表面で摂食するメリット？

樹皮表面はおいしくて
（阻害物質が少なくて）
糖も多くて良い！

分離結果→
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5.79g 6.08g


